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	企業ディレクトリの基本的考え方について（試案）
	１．企業ディレクトリの必要性　１）生産性向上とICT利活用�企業内・企業間の「コンピュータ同士の」情報流通を加速させることが生産性向上に必要�そのため情報システムの連携・統合が求められるが、データについては立ち遅れている
	１．企業ディレクトリの必要性　２）データ連携・統合の考え方�データベースの連携・統合のためには「統合DB」を作るのではなくて、�今まで構築されたものを同期化（一元化）することが肝要である
	１．企業ディレクトリの必要性　３）企業ディレクトリの概念整理�企業ディレクトリとは、各企業の業務ごとのシステムに含まれる取引先DB（企業DB）を�同期化（一元化）するために、「もとデータのありか」を示すものである
	２．企業ディレクトリのあるべき姿（仮説）　１）企業ディレクトリに求められる役割�①個別システムで利用されているコード類を読み替え可能にすること�②元になるDBのありかを検索できること　③情報へのアクセスを制御できること
	２．企業ディレクトリのあるべき姿（仮説）　２）企業ディレクトリの利用イメージ�社内システムで必要な情報をリストアップし、企業ディレクトリに問い合わせることで�当該情報が格納されたDBに接続が可能となる
	２．企業ディレクトリのあるべき姿（仮説）　３）企業ディレクトリの内容イメージ�企業別、情報別にＤＢの所在先コードや当該ＤＢにおける（ローカル）企業コード、�情報公開条件コードが格納されている
	３．今後検討すべき課題�企業ディレクトリ実現に向けては、下図の項目をひとつひとつ検討していく必要がある�検討に当たっては、関連業界、ユーザー、ＩＣＴベンダー、公共の協力が不可欠

